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　ニューヨークタイムズの旅行特集「2024 年に
行くべき 52 か所」に山口市が選ばれた（1 月 11
日）。山口が注目されるのは光栄である。西の京
の名のとおり、はんなりして落ち着いた街と思っ
ていた。京都をコンパクトに再現した大内氏の力
にも感嘆していた。

　昨年は、岩手県盛岡市が「2023 年に行くべき
52 か所」に選ばれていた。宝石のように光り輝
く文化や食・歴史的建物の魅力を発見する「盛岡・
岩手宝探しの旅」として県全体で盛り上げていた。
　山口も県全体の魅力をアピールするきっかけに
なることが期待できる。オーバーツーリズムへの
対策は必要と思うが、一過性のブームではなく、
来年も再来年も、行くべきところであり続けるこ
とを願う。国内からの旅人も増えて、住んでみた
い街・住み続けたい街として磨かれていくのを見
たい。

　1 月末に瑠璃光寺に行ってみた。香山公園も手
入れが行き届いていて、いつ行っても気持ちよく
散策を楽しめる。
　まだまだ工事中の五重塔は、箱入り状態であ
る。大きな贈り物みたいにラッピングされていた。
正面に、五重塔のシルエットの絵が白く浮かび上
がっているが、背景の緑色の模様の方が目立つ。
そちらに気を取られると、何の絵かわからなくな
る。ルビンの壺みたいである。
　1 月 19 日の晩からはプロジェクションマッピン
グが行われている。テレビのニュースで見ても幻
想的である。寒波の夜に見学に行く根性がなく諦
めていたら、１月 28 日までの予定が 3 月末まで

延長になった。行けそうである。
　工事中の今だからこそのいろいろな企画があ
る。この原稿の締め切り直前の 2 月 7 日、NHK
全国版の『解体キングダム』でも改修工事を、特
に檜皮葺に注目して取り上げていた。

　瑠璃光寺五重塔（西暦 1442 年建立、高さ約
31m20cm）は、日本三名塔のひとつである。
　では他の二つはどこ。
　まず、法隆寺の五重塔（西暦 607 年建立、高
さ約 31m50cm）はすぐ思いつく。奈良斑鳩の里
にある、日本最古の木造建築。社会科の授業で習っ
た。飛鳥時代の聖徳太子ゆかりの法隆寺では、八
頭身で美しいと有名な百済観音像を見学したい。
　大阪駅から JR 大和路快速で 45 分の法隆寺駅
から徒歩 20 分。大和路快速という響きも春らし
く軽やかである。

　もうひとつは、京都の塔だろうとは思うが、た
くさんある。
　正解は、伏見にある醍醐寺の五重塔。京都で
最も古い木造建築物（西暦 951 年建立、高さ約
38m）である。醍醐寺の敷地は広大で、上醍醐
と下醍醐があり、五重塔は下醍醐にある。豊臣
秀吉の「醍醐の花見」で有名な桜の名所である。
　京都駅から JR 東海道線で一駅の山科駅で、地
下鉄東西線の六地蔵行きに乗り換え、醍醐駅で降
りて徒歩 10 分。ここも今年行くべき私のリスト
に入れる。

　京都の塔と言えば、新幹線で京都駅に近づくと
出迎えてくれる五重塔がすぐ思いつく。
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　こちらは東寺（教王護国寺）の五重塔である。
高さ 55m で木造の塔では、京都だけでなく日本
で一番背が高い。弘法大師ゆかりのお寺で、立体
曼荼羅が有名で、ここも桜の名所である。特に見
事な夜桜がガイドブックに載っている。東寺も京
都駅から歩いて 15 分で行けるとのこと。近鉄の
東寺駅から徒歩 10 分という行き方もある。東寺
も今年の行くべきお寺のリストに加える。

　これだけは見たいというテーマ、例えばお寺や
美術館を毎回ひとつだけ決めて、そこに到達でき
れば、満足することにしている。
　電車の最寄り駅から徒歩で行けると安心であ
る。バスよりも乗り場を見つけやすいし、所要時
間が把握できるので予定が立てやすい。交通系
カード ICOCA（イコカ）のおかげで、料金表を

にらみながら小銭の用意をしなくても済むので楽
になった。山口県内の在来線でも私の最寄り駅の
徳山駅や山口駅でも 2023 年春から ICOCA が使
えるようになったのでありがたい。
　スマートフォンの乗り換え検索は必須だが、ホ
テルなどでもらえる無料の地図が結構助かる。薄
くて軽く、マーカーやボールペンで書き込みもで
きるし、折りたたんで持ち歩きやすく片手で扱え
る。
　私は自分で電車の乗り換えを調べて、地図も
確認しないと、誰かに連れて行ってもらって、次
に自力で行ってみようと思い立っても、さっぱり
わからないことが多い。タクシーアプリも入れた
が、まだ使いこなせていない。「行くべき」効果で、
山口県内でも使えるところが増えるとは思う。
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